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会議の概要(議事録) 

会議の名称 
（番号） 

１－１８ 
 令和７年度墨田区生活安全推進協議会 

開 催 日 時  令和７年７月１１日（ 金 ） １５時００分 から １６時００分 まで 

開 催 場 所  すみだリバーサイドホール イベントホール 

出 席 者 数 

【会 長】山本  亨（墨 田 区 長） 

【委 員】（出席２３人） 

石井 義隆（江東橋五丁目町会会長）  北條 嘉雄（東向島宮元町会会長） 

五十畑雅章（小梅一丁目町会会長）  老田  勝（東京商工会議所墨田支部会長） 

柴田  正（本 所 警 察 署 長） 風間 利昭（向島防犯協会会長） 

飯沼  清（本所防火防災協会会長） 大谷 和美（向島防火防災協会会長） 

箕輪 淳一（本 所 消 防 団 団 長） 岩本 光弘（向 島 消 防 団 団 長） 

田中 康裕（本所交通安全協会会長） 飯田 貴司（向島交通安全協会会長） 

鎌形由美子（墨田区民生委員・児童委員協議会会長） 長谷川 豊（墨田区青少年育成委員会連絡協議会会長）  

猪瀬 久子（本 所 母 の 会 会 長） 磯貝  薫（向 島 母 の 会 会 長） 

有馬 慶子（墨田区保護司会会長） 浮津あゆみ（小 学 校 長 会 会 長） 

佐藤 順一（中 学 校 長 会 会 長） 土橋 秀規（墨 田 区 副 区 長） 

加藤 裕之（墨 田 区 教 育 長） 天海 晴彦（墨田区都市整備部長） 

大竹 恵介（墨田区危機管理担当部長） 

会議の公開 

（ 傍 聴 ） 

公開（傍聴できる）部分公開（部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 

傍聴者数 ０ 人 

議 題 

１ 墨田区における交通事故・犯罪発生概況（向島警察署副署長） 

２ 墨田区における火災等の発生状況（本所消防署災害対策調整担当課長） 

３ 墨田区の生活安全に関する施策 

  ア 墨田区の安全・安心施策（令和７年度）（安全支援課長） 

  イ 令和７年春の墨田区交通安全運動や交通事故防止の取組み等について（土木管理課長）  

  ウ 子どもの安全対策について（教育委員会事務局庶務課企画・法務担当主査） 

４ その他（質疑応答） 

配 付 資 料 

令和７年度墨田区生活安全推進協議会次第 

墨田区生活安全推進協議会委員名簿 

資料１ 墨田区における交通事故・犯罪発生概況 

資料２ 墨田区における火災等の発生状況 

資料３ 墨田区の安全・安心施策（令和７年度） 

資料４ 令和７年春の墨田区交通安全運動や交通事故防止の取組み等について 

資料５ 子どもの安全対策について 

参 考 令和７年度墨田区防災対策事業について 
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会 議 概 要 

１ 開会 

  危機管理担当部長から、本協議会が原則公開の扱いになることについて説明し、

了承された。 

２ 会長挨拶 

  会長である墨田区長から、開会に当たっての挨拶があった。 

３ 会議の成立 

危機管理担当部長から、協議会の定足数について説明し、出席者数が半数を超

えたことにより会議が成立することを報告した。 

４ 議事 

（１） 墨田区における交通事故・犯罪発生概況 

向島警察署副署長から資料に基づき説明を行った。 

（２） 墨田区における火災等の発生状況 

本所消防署災害対策調整担当課長から資料に基づく説明後、（１）と併せて

質疑応答を行った。 

（３） 墨田区の生活安全に関する施策 

安全支援課長、土木管理課長及び庶務課企画・法務担当主査から資料に基づ

き説明し、質疑応答を行った。 

【主な質疑・意見】 

・ 訪問してきた警察官の真偽を確認する方法について 

 → 地元の警察署に出張連絡が来ているか確認したり、所属や名前等を全部聞い

たうえで警視庁又は道府県警に照合したりする方法がある。 

・ 自転車走行のための整備について 

→ 警察では平素から安全教育の場を多く設け、ヘルメットを着装したり、暑い

中での外出を控えたりするよう、自転車を運転するうえで十分な注意を行って

いるほか、自転車の優先道路や交通規制等、自転車事故を防ぐべく多方面な施

策を行っている。 

・ 青少年犯罪対策についてもっと力を入れてほしい。 

 → 区としては状況をよく把握したうえで、予算面等で検討していく。 

   警察としては犯罪に加担したり巻き込まれたりすることがないよう学校等で

指導・啓発を実施しているほか、商店街やスーパー等と連携し万引きの取締り

も強化している。今後も各種取組を推進していく。 

・ 区が管理する街灯の球が切れていたので区に連絡したが、１か月経過しても状

況が改善されない件について 

→ 至急対応する。 

・ 外国からの観光客にまつわるトラブルの認知状況について 

 → 白タクや民泊、ごみの不法投棄等、それぞれの実態を調査している。今後も

状況を注視していく。 

・ 子ども学校安全ボランティアの募集について、児童・生徒の保護者以外に地域

住民や町会・自治会等へ周知してほしい。 

 → 様々なところに広く案内すべく検討していく。 
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・ これまでの子ども学校安全ボランティアの応募者数について 

 → 令和６年度末時点で、全学校登録者数は１，６４７名である。 

・ 子ども学校安全ボランティアの活動計画について 

 → ボランティアの活動内容については各学校が設定している。 

・ 歩道上のベンチの設置に関する進捗状況について 

 → 昨年度末、区役所通り沿い（亀沢３丁目）及び京成曳舟駅の交通広場に設置

した。今後も順次設置を進めていく。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

会議の概要は、以上である。 

所 管 課  都市計画部危機管理担当安全支援課安全支援・空き家対策係（内線３５６４） 

 


